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【目約】閉経以降，女性 の 心臓血管障害の 発生頻度が増加す る こ とが 知 られ て い る，虚 血 姓心疾患 は．動脈硬化 に何らか の 要

因が付加さ れて発症する と考えられ て お り，そ の 一つ として 自律神経機能の 低 ドが注 凵され て い る．本研究で は中高年女性

にお ける 自律神経機能 と動脈硬化及 び生 活 の 質 （QOL）との 関連 を検討 した．【方法】当院受診者で重篤な合併症 が な く薬物

療法を受 げ て い ない 186名 を対象と し た、自律神経機能は 安静時心 電図 RR 晦隔変動 をパ ワ
ー

ス ペ ク トル 解析 し，低 周 波 成 分

（LF）と高澗 波成分 （｝IF）の 合計を総自律神経活動 （TP）と し，　 HF ，
・〜TP を副交感神経指数と した．生活 の 質に 関して は QOL

ア ン ケ
ー

ト調査 に よ り，動脈硬化 は脈波検査 に よ り評価 した，【成 績】総商律神経活動 は 6．2 ± 0．3 （40− 45歳），5．2± 0．1（55−

60歳）．副交感神経指数は それ ぞれ 0．59± 0．05．O．Sl　th　e．04，血圧補正 した脈波伝播速度 はそれぞれ 7．0 ± 0．6．7．7 ± 0．3 で あり，
50歳以 降急激 に自律神経活動が低下 し，動脈硬化 が進行する こ とが 判明 した．一方，精神的健康に 対する 意識 に 麗す る QOL
指数 は それ ぞれ 28± 2，26 ± 2 と低下傾向で あっ た．【結論】閉経以 降進 行す る動脈硬化 や 自律神経機能 の 急激 な低下 は，虚血

性心疾患 の リス ク増加につ なが り，中高年女性 の QOL に影響する こ とが考えられる．従 っ て，自律神経機能の 評価を含めた

総合的健康管理 が 重要で あ る．
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【目的】更年期 外来 受 診 者 の 症 状 に影響 を与 え る心 理 社 会的 要 因 を検討 す る た め，愁訴 及 び社会韵 背景 を
一

般 更 年期女性 と比

較 した．【方法】対象 ：40〜55 歳まで の 更年期
一

般女性 （
一

般女性）78名 （平均年齡 50．1歳），外来患 者 63名 （527）．方法 ；

無記 名の 質 問表 に よ り更年期 症状 （7 項 目，症状の 強度 を 1− 4 点 に 分けた），閉経状 況，更年期障害治療 歴 を 調査 した．こ れ

らを基 に，外来 患者 63名の 得点配 置か らほ ぼ 3等分 し，低得点群 （低群）】
一

！2点 （23名），中得点群 （申群）3− 15点 （19），
高得点群 （高群 ）16点以 上 （21）に 分け た．一

般女牲 も同 じ配点 で，低群 37名，中群 22，高群 19に分 けた．高群 と抵群で
一

般女性と外来患者の 愁訴と社会的背景 を比較 した，比較項 目 ：心身の 状態の 自覚，サ ポー
ト，夫 との 関係．過去一年の ラ

イ フ イベ ン ト，【成績】1）一般 女性．外来患者 ともに、高群 に 「体調の 悪さの 自覚」が 強く 〔p＜ 0．01），厂寂 し さや 将来へ の 不

安．1が 大 き く（p 〈 ．05），f助 げ を求め る気持ち が 」が 強 か っ た （
一

般 p
＝O．06，患者 p〈O．05）一「ライ フ イベ ン ト」の 数も多か っ

た．2）外来患者は，高群 に 「家事 や 仕事 の 分担」が少 な く （p〈 0．05），「夫 との 関係 」 は 良 くな い 傾 向 に あ っ た （p ＝0．06）．
3）一般女性 は，低群が 高群 よ り多 く，高群 は 「誰か が精神的 に支えて くれ る こ と」が 多か っ た （p＜ 0，05）．【結論｝更年期外

来患者 と一
般女性 で 最 も異 なっ て い た の は，精 神 皰 な支えや，仕 事 の 分組 な どの 身体的 な支え の サ ボートの あ 1｝方で あ っ た．

こ の こ と よ り，更年期症状 を強く訴えて い て も周顯の 強 い サポー
トがあれ ば外来受診しなくて もすむ 再能性の ある こ とが示

唆 さ れ た．
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【目的】萩潟県内の 近隣地 域 に お い て 1996年 と 2006 年 に 同
一

ア ン ケート調査 を行い ，こ こ 10年間の 更年期 女性の 意 識 や 社

会的背景の 変化等につ い て解析するこ とで婦 人科医 と更年期女性 との 関 わ り方につ い て検討した．防 法】新潟県内近隣地域

の 弓0歳〜65 歳の
一
般女性 を対象 と した無記名式同

一内 容 ア ン ケート調 査 を 施行 し検討 した．【成績 】回答者 数 はそ れぞ れ 451
名，630名で，平均年齢は 522± O．35歳，53。2± 0．28歳，初経の 低年齢化 と晩婚化がみられる もの の 予供の 人数や 閉経年齢に

差は無か っ た．こ こ 10年で 更年期に お ける 重要事項を，生活の 質を高め る こ とと考える 傾向が強 くなり，注意すべ き疾患 と

して 挙げ られた の は。1996年 は骨粗鬆症
・
痴呆

・
不安 障害 の 順 に多か っ たが t2006 年の 調 査で は 不安障害 （80．0％ ） ・骨粗

鬆症 （70．6％ ） ・痴呆 （38．1％ ） と変化 し て い た，治療 に つ い て 1996年は カ ウ ン セ リ ン グ の み希 望 が 16．1％ で あ っ た が 2006

年に は 11．5％ と有意に減少 し．ホ ル モ ン 剤 の 使用 を希望す る割合 に変化は見 られ なか っ た もの の ，ホル モ ン 劇以 外の 薬物投

与を希望す る翻合が 15％ か ら 23％ へ 有意差 に増舶 した．また情報源 と して は い ずれ の 時 期も 65％ とマ ス コ ミが 最も多 か っ

た．【結論】こ こ 10年で 更年期医療 にお ける婦人科医 の 役割 は増大 して い る が マ ス コ ミの 影響 は依然 大 き い もの で あ る．更年
期以 降に注意すべ き疾患 と して 不安障害 に 対す る 関心が 強 くな っ て お り， 精神的な安定 を 求め る傾向が 強 くな っ て お り，治

療 に 関し て は，カ ウ ン セ リ ン グ の み で は な く，ホ ル モ ン 療法以外の 薬物治療を希望す る人が増加して い た．
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